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演算子 ヒルベル ト空間の部分空間-の射影演算子 Pを用いて､ーAを次のよう
に一意的に分解する ことができる｡
A-PA+(1-P)A-A+A′ (3)















































































である｡ lt'14)の物理的意義を明らかにすることは､_少 し免にの喋 して､(12,
13)i.I/{よって､ 射影物理量は求まったので ､ これとは直交する補空間の中に迷
h こんで しまっている物理量を求め､それを 打補って 挿物理量'Aの全集合 奪回



















(15)を満 している5回 によむ､PAi回 と (1-P)A(Sトとが結合することは､
時間相関関数の重要性を如実に示 している.














また､(17.ejの両辺に左か ら(1-P)を作用 し､ (1-P)2-(1-冒)に留意 し
て-I
3(o)-A(o) (17.fj
(14)の轡理的意義を明らかにすることは､ (17･ajにおいて3(Sは 縛圧 の

















召七)紘 (17･bjの3の時間相関関数によって与え られる遮抗係数であ り､巧句













































+ li皿 f'dte-St 等 pg+(o)3欄
8-+0 O
以上｡





であるが､これか ら射影操作 をはずすとき､Langev五n_の運勢方程式 (17･bj
が現われ､力学的因果関係が完結するものと考え られる｡
最後に､当研究室清山哲郎教授の不断のはげま しに対 して深謝する0
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